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住
民
意
向
把
握
の
住
民
説
明
会

や
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
平
成　

年
４
月
９
日
に
は

１５

法
定
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

法
定
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で　

回
１１

開
催
さ
れ
、
全
協
定
項
目
の　

項
４６

目
と
全
調
整
項
目
の
１
�
０
９
１

項
目
に
つ
い
て
協
議
が
終
了
。
な

お
調
整
項
目
で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
も
の
は
、
各
専
門
部
会
及
び

幹
事
会
で
協
議
し
、
法
定
協
議
会

に
随
時
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
４
月
か
ら
５

月
に
か
け
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

住
民
の
理
解
を
得
て
６
月
に
合
併

協
定
書
の
調
印
、
合
併
議
案
の
上

程
と
な
り
、
３
町
議
会
と
も
可
決

さ
れ
れ
ば
県
へ
申
請
し
、
９
月
の

県
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。
可
決

さ
れ
れ
ば
総
務
大
臣
の
告
示
を
経

て
平
成　

年
１
月　

日
に
新
町

１７

１１

「
さ
つ
ま
町
」
が
誕
生
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

協
議
の
内
容
等
も
決
し
て
平
坦

な
事
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
合
併
の
目
的
等
、
原
点
に
返

り
な
が
ら
薩
摩
町
に
と
っ
て
、
町

民
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と
は

い
か
に
な
す
べ
き
か
等
、
私
自
身

，

よ
く
考
え
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
合
併
の
目
標
期

日
平
成　

年
１
月　

日
に
向
け
て

１７

１１

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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本
年
度
予
算
編
成
で
は
第
四
次

薩
摩
町
振
興
計
画
を
基
本
と
し
て

編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
の
削
減

６
・
５
％
（
赤
字
地
方
債
を
含
む

と　

・
０
％
）、
国
庫
補
助
金
の

１２
削
減
が
３
年
間
で
４
兆
円
程
度
、

特
例
地
方
債
が　

・
５
％
減
と
い

２６

う
厳
し
い
内
容
が
見
込
ま
れ
、
そ

の
減
額
分
は
繰
入
金
を
は
じ
め
と

し
事
業
量
の
確
保
を
図
る
こ
と
が

　

平
成　

年
度
は
、
町
制
施
行　

１６

５０

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ

り
、
そ
の
同
じ
年
に
３
町
合
併
と
、

薩
摩
町
に
と
っ
て
大
転
換
の
年
で

す
。
私
自
身
、
責
務
の
重
さ
を
感

じ
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
今
後
の

業
務
に
励
み
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
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国
の
平
成　

年
度
予
算
編
成
は
、

１６

こ
れ
ま
で
の
「
行
革
断
行
予
算
」

と
い
う
基
本
路
線
を
継
続
し
、
構

造
改
革
を
一
層
推
進
し
歳
出
全
体

の
徹
底
し
た
見
直
し
を
お
こ
な
い
、

平
成　

年
度
の
水
準
以
下
に
抑
制

１５

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
も

徹
底
し
て
見
直
す
こ
と
と
し
、
定

員
削
減
、
給
与
関
係
費
の
抑
制
や

地
方
単
独
事
業
の
抑
制
を
図
り
地

方
財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努

め
財
源
不
足
額
の
圧
縮
を
図
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
平
成　

年
６
月
以
降
、

１５

歳
入
歳
出
両
面
で
再
度
徹
底
し
た

見
直
し
を
進
め
、
平
成　

年　

月

１５

１２

鹿
児
島
県
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
改
訂
）
を
ま
と
め
財
政
運
営
の

基
本
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
に
よ
る
徹
底
し
た
節
約
策

を
進
め
、
平
成　

年
度
一
般
会
計

１６

の
総
額
は
８
�
５
７
０
億
８
�
７

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
国
県
の
極
め
て
深
刻
な

財
政
事
情
が
続
く
中
、
町
の
財
政

収
入
で　

％
以
上
を
依
存
す
る
交

５０

付
税
（
赤
字
地
方
債
を
含
む
）
が
、

平
成　

年
度
と
比
較
し
て　

％
〜

１５

１２

　

％
の
減
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

１３れ
て
い
ま
す
。

，

，

で
き
る
よ
う
新
た
に
地
域
再
生
事

業
債
等
に
よ
り
補
て
ん
措
置
を
講

じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
庁
舎
建
設
工
事
に
つ

い
て
平
成　

年
度
完
成
す
る
べ
く

１６

予
算
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
一
層

の
「
内
部
努
力
に
よ
る
収
入
の
確

保
」、「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」

等
に
よ
り
財
源
の
確
保
を
図
り
、

「
更
な
る
経
費
の
節
減
」、「
徹
底

し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
」、「
継

続
事
業
の
早
期
完
成
」
等
に
配
慮

し
な
が
ら
経
常
経
費
の
節
減
で
、

一
般
会
計
の
予
算
額
を　

億
３
�

４２

６
０
０
万
円
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
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平
成　

年　

月
、
庁
舎
の
耐
震

１３

１１

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
平
成　

年
度
庁
舎
建
設
委
員

１５

会
を
設
置
し
検
討
し
ま
し
た
。
合

併
の
協
定
項
目
の
中
で
、
総
合
支

所
方
式
の
確
認
が
さ
れ
、
ま
た
地

域
、
防
災
、
福
祉
等
あ
ら
ゆ
る
面

で
の
拠
点
施
設
と
い
う
位
置
付
け

で
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
庁
舎
建

設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

基
幹
系
電
算
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
統

合
整
備
事
業
、
内
部
情
報
シ
ス
テ

ム
整
備
等
、
電
算
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
負
担
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
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